
�地質資料》

三浦半島における水中堆積物

三浦層群三崎層下部の標準地質柱状図

は じ め に

関東地方の三浦半島―房総半島の南部には, 火山砕屑物を多く含む砕屑性～生物起源堆積物か

ら成る第三系の三浦層群が分布している｡ 三浦層群は化石や古地磁気の研究から, 中新世～後期

更新世 (13 Ma～2.5 Ma) の間に堆積し, そこに分布する火山砕屑物から成る地層には深海から

浅海, 三角州の層相形成過程までが観察される上方浅海化の層相が見られる (Stow et al., 1998)｡

これらの地層は両半島の海岸部に沿って良く露出しているが, それらには堆積同時性の地層の傾

斜方向に平行な逆断層による層相の繰り返しや, 脱水変形等が多々見られ, 初生的な層序, 層相

を認識しにくい｡

本論ではこれらのうち, 三浦半島西海岸の横須賀市長井の荒崎に見られる三浦層群三崎層の下

部の層相について, 上記の地層の繰り返しを十分に考慮して復元した荒崎地域に見られる地層の

地質柱状図を地質資料として示す｡ 特に本地域に分布する地層は下部, 中部, 上部で見かけの層

相ユニットが異なり, その中でも下部のユニットについては側方へ見かけの層相や堆積構造の変

化が顕著に見られるので, それらを露頭で確認できる基準となる標準柱状図を示すものである｡

地 質 概 説

三浦半島の第三系については赤嶺他 (1956), 小池 (1957), 三梨 (1974), 三梨他 (1976) に

よって層序, 地質一般が記載された｡ 三梨他 (1976) によって本地域に分布する白色から淡桃色

安山岩質～デイサイト質凝灰岩を鍵層として用いられ, 層序, 地質一般が記載されて以来, 堀内・

斉藤 (1982) や堀内・谷口 (1985) 等でこれらの凝灰岩の構成鉱物の岩石鉱物学的な特徴の記載

とそれぞれの層準の対比に関する研究, および小断層解析等の構造地質学的データをこれらに取

り入れてテクトニクスを論じた研究 (Ogawa and Taniguchi, 1988) がなされた｡ 特にこの地

域はプレート境界の近傍に位置していることから, 木村 (1976) により, この地域に分布する火

山砕屑性堆積物の由来をプレートテクトニクスと関連付けて述べられて以来, 本地域の地層の層
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相変化と構造地質学的特徴から伊豆―小笠原弧と本州弧とのテクトニックな発達史について (例

えば Ogawa and Taniguchi, 1988；Taira and Ogawa, 1991), 火山砕屑物の岩石学的特徴と

層相変化に基づいてプレートテクトニクスから考察される堆積場の発達史について述べたもの

(例えば江藤他, 1987；谷口・小川, 1989；Soh et al., 1989) 等の研究例がある｡

一方, 徐・谷口 (1988) では三浦層群中に分布する火山砕屑物そのものの岩石学的特徴を現在

の火山配置と比較して, 堆積当時の給原火山の位置を推定しそのテクトニクスを論じ, Soh et

al. (1989) では火山砕屑性堆積物の堆積学的特徴からより具体的な堆積場と堆積機構が提案,

議論された｡ その後 Stow et al. (1998) によって三浦層群の詳細な堆積層相区分がなされ, 三

崎層に見られる層相は Aから Fの 6相に区分され, さらにそれぞれの相が 3から 5に区分され

た｡ また, 三崎層の上位層である初声層も Gから Kまでの 5相に区分され, それらは最大 3つ

に区分された｡ その結果, 7つの堆積過程が識別され, 三浦層群形成期の堆積場変遷史が構築さ

れた｡

この様な三浦層群構成層に特徴的な水中での火山砕屑物の挙動に関する研究は, この当時, 給

源火山が明確な大規模な火砕サージや火砕流に関する研究例はあったが (例えば Fisher, 1984；
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図 1 三浦半島荒崎地域位置図

図中の＊付き線は標準柱状図の範囲を示す｡
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図 2 荒崎地域標準地質柱状図 (最下部) および凡例
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図 3 荒崎地域標準地質柱状図 (左側が下位)
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図 4 荒崎地域標準地質柱状図 (左側が下位)
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図 5 荒崎地域標準地質柱状図 (左側が下位)



Carey and Shigurdsson, 1984；Sparks et al., 1980), 三浦層群で見られる様な様々な噴火様式

と堆積機構が関連した様な研究例は報告されていなかった｡ しかし, 最近, 火山島の周辺海域や

火山島の周囲の堆積岩層で火山砕屑岩層の解析がなされ, それらの堆積機構について流体力学的

モデルからの検討もされるようになった (例えば Shon and Yoon, 2010；Doronzo and Dellino,

2010)｡ これら現生の堆積場における火山砕屑物の堆積機構の解析は, 三浦層群の様に浅海から

深海域に至る堆積場での火山砕屑物の堆積過程が記録されている地層が観察されるが, その火山

砕屑物を供給した給源火山が現在は残っていない所での堆積機構やそのテクトニクスを考察する

のに有用である｡

本論はこれまでに三浦層群で集められたデータを総括し, 新たな問題を整理するための資料集

の一部である｡ 現段階ではまだまとめ上がったものではないが, ここにその一部を地質資料とし

て示す｡
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